
○計画を上回る退職者の増加により、前倒して定員削減が進む。

○Ｈ１９．４．１現在で、目標値１０００人のうち、５１１人の定数削減を実施。

H15.3～
H17.4 　～H18.4 ～H19.4 ～H20.4 ～H21.4 ～H22.4 ～H23.4 ～H24.4

退職減 ▲ 444 ▲ 116 ▲ 107 ▲ 160 ▲ 215 ▲ 194 ▲ 201 ▲ 200
採用増 185 25 30 30 67 100 100 100
削減数 ▲ 259 ▲ 91 ▲ 77 ▲ 130 ▲ 148 ▲ 94 ▲ 101 ▲ 100

削減累計 ▲ 259 ▲ 350 ▲ 427 ▲ 557 ▲ 705 ▲ 799 ▲ 900 ▲ 1000
退職減 ▲ 444 ▲ 140 ▲ 169
採用増 185 23 34
削減数 ▲ 259 ▲ 117 ▲ 135

削減累計 ▲ 259 ▲ 376 ▲ 511

5095人

4836人

4719人 4584人

4095人

H14 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

○定員削減を着実に進めつつ、新規課題等に対応。

H14～H19 H14～H24 進捗率
対前年 削減累計 全体計画

4,154 3,784 3,673 ▲ 111 ▲ 481 ▲ 873 55.1%
665 669 649 ▲ 20 ▲ 16 ▲ 111 14.4%
276 266 262 ▲ 4 ▲ 14 ▲ 16 87.5%

5,095 4,719 4,584 ▲ 135 ▲ 511 ▲ 1,000 51.1%
－ － － － ▲10.0% ▲19.6% -

　　・九州事務所の廃止、現業業務の見直し等により定員を削減（削減総数 ▲２４８人）

　　・災害対応等、新規課題に対応するための増員（＋１１３人）
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１０００人削減計画の実施状況（Ｈ１９．４現在）
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